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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアル内容 

本マニュアルでは、User Flashの機能、プリミティブの定義、および

その使用法について説明します。 

1.2 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターの公式サイト www.gowinsemi.com/jaから、

以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます：Gowin Flash 

Controller IPユーザーガイド(IPUG901)。 

1.3 用語、略語 

表 1-1に、本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味を示し

ます。 

表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

FPGA Field Programmable Gate Array 
フィールド・プログラマブ

ル・ゲート・アレイ 

IP Core Intellectual Property Core 設計資産コア 

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供していま

す。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わせ

ください。 

Webサイト：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

 

http://www.gowinsemi.com/ja
http://cdn.gowinsemi.com.cn/IPUG901J.pdf
https://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
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2概要 

Gowin LittleBee®ファミリーFPGA製品は、User Flashを提供します。

サポートされる User Flashの容量は、FPGAデバイスによって異なりま

す。FLASH96K、FLASH64K、FLASH64KZ、FLASH256K、

FLASH256KA、および FLASH608Kなどがあります。
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3プリミティブの紹介 

User Flashプリミティブとサポートされるデバイスの対応関係を表 1-1

に示します。 

表 3-1サポートされるデバイス 

プリミティ

ブ 
サポートされるデバイス 

FLASH96K GW1N-1、GW1N-1S、GW1NR-1 

FLASH64KZ GW1NZ-LV1 

FLASH64K GW1NZ-ZV1、GW1NZ-1C 

FLASH256K 

GW1N-4、GW1N-4B、GW1N-4D、GW1NR-4、GW1NR-4B、

GW1NR-4D、GW1NRF-4B、GW1NS-4、GW1NS-4C、GW1NSR-

4、GW1NSR-4C、GW1NSER-4C 

FLASH96KA 
GW1N-2、GW1N-2B、GW1N-1P5、GW1N-1P5B、GW1NR-2、
GW1NR-2B 

FLASH608K GW1N-9、GW1N-9C、GW1NR-9、GW1NR-9C 

注記： 

GW1NS-4C、GW1NSR-4C、GW1NSER-4Cの User Flashは MCU専用です。 

3.1 FLASH96K 

プリミティブの紹介 

FLASH96K(96Kビット User Flash)のメモリ領域は 96Kビットです。

その幅と深さは構成できません。FLASH96Kは幅が 4バイト(32ビッ

ト)、アドレス深さが 3Kのメモリで、不揮発性とパワーオフメモリ機能

を備えています。ただし、初期値機能はサポートされていません。 

FLASH96Kには以下の特徴があります。 

 100,000回の書き込みサイクル 

 10年以上のデータ保持時間(+85℃) 

 構成可能なデータ幅：8/16/32ビット 

 容量：48行*64列*32ビット = 96 Kビット 
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 ページサイズ：256バイト 

 3μAのスタンバイ電流 

 ページ書き込み時間：8.2ms 

ポート図 

図 3-1 FLASH96Kのポート図 
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ポートの説明 

表 3-2 FLASH96Kのポートの説明 

ポート I/O 説明 

DOUT[31:0] 出力 データ出力バス 

DIN[31:0] 入力 データ入力バス 

RA[5:0] 入力 
メモリユニットの何れか一行の選択に使用され

る行アドレスバス。 

CA[5:0] 入力 
メモリユニットの何れか一列の選択に使用され

る列アドレスバス。 

PA[5:0] 入力 
ページラッチアドレスの列を選択するために使

用されます。 

MODE[3:0] 入力 操作モード 

SEQ[1:0] 入力 操作の順序の制御。 

ACLK 入力 読み出しと書き込みの同期クロック 

PW 入力 ページラッチ・データのクロック入力。 

RESET 入力 リセット信号、アクティブ High。 

PE 入力 チャージポンプイネーブル 

OE 入力 データ出力イネーブル 

RMODE[1:0] 入力 読み出しデータのビット幅制御 

WMODE[1:0] 入力 書き込みデータのビット幅制御 

RBYTESEL[1:0] 入力 読み出しデータのバイト選択 

WBYTESEL[1:0] 入力 書き込みデータのバイト選択 
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コンフィギュレーションモード 

ユーザーは、読み出し/書き込みモードおよび読み出し/書き込みバイト

選択信号を使用して、入力および出力データのビット幅を変更できます。

データのビット幅と制御信号の対応関係を表 3-3および表 3-4に示しま

す。 

表 3-3 FLASH96K出力データ幅の選択 

RMOD[1:0] 
RBYTESEL DOUT 

[1] [0] [31:24] [23:16] [15:8] [7:0] 

00 Yes Yes No No No Yes 

01 Yes No No No Yes Yes 

1X No No Yes Yes Yes Yes 

 

表 3-4 FLASH96K入力データ幅の選択 

WMOD[1:0] 
WBYTESEL DIN 

[1] [0] [31:24] [23:16] [15:8] [7:0] 

00 Yes Yes No No No Yes 

01 Yes No No No Yes Yes 

1X No No Yes Yes Yes Yes 

注記： 

“Yes”は有効であることを表し、“No”は無効であることを表します。 

操作モード 

ユーザーは、MODE[3:0]の値を設定して操作モードを選択することがで

きます。詳しくは表 3-5に示す通りです。 

表 3-5 FLASH96K操作モードの選択 

MODE[3:0] 説明 

0000 通常読み出し及びページラッチ・データ書き込み 

0001 
プレグラミング・ビットをセット。書き込み開始後自動的にクリ

ア 

0100 ページラッチ・データをクリア 

1000 ページ(または行)を消去 

1100 ページ(または行)書き込み 

 

 読み出し 

MODEを“0000”に設定した後、ACLKの立ち上がりエッジで読み出

しモードに入ります。読み出しモードでは、SEQ[1:0]の値を“00”のま

まにする必要があります。データ取得時間の条件(<=38ns)が満たされた

後、データは出力ピン DOUTに現れます。 

 書き込み 
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User Flashの書き込みは、5つのステップで構成されます： 

1. ページラッチ・データをクリア。 

2. データをページラッチに書き込む。 

3. 選択したメモリユニットを仮想の“1”にプレプログラミング。 

4. 選択したメモリユニットを消去。 

5. ページラッチ内のデータをメモリユニットに書き込む。 

メモリユニットを消去した後、データは“0”になります。メモリユニ

ットに書き込んだ後は、データは“1”になります。メモリユニットの

“0”は、書き込みによって“1”になれますが、“1”は書き込みによっ

て“0”になることができません。そのため、書き込み前に、メモリユニ

ットを消去する必要があります。 

 ページラッチに書き込む 

ページラッチは、Flashに書き込まれるデータをバッファリングする

SRAMのようなものです。ページラッチへの書き込み操作は、PW信号に

よってのみ制御され、ACLKとは関係ありません。PA(Page Address)信号

は、書き込まれるページラッチのアドレスを指定します。 

ページラッチへの書き込みの前に、まずデータを消去する必要がありま

す。ページラッチにデータを 1つずつ書き込み、MODE値を“0000”、

SEQ [1：0]を“00”に設定します。ページラッチへの書き込みとデータ

の読み出しは完全に独立しています。 

 ページラッチをクリア 

ページラッチへの書き込みと違って、ページラッチのクリアは ACLK

によって制御されます。MODEを“0100”に設定した後、ACLKの立ち

上がりエッジの際ページラッチ・クリア・モードに入ります。このモード

では、SEQ[1:0]を“00”のままにする必要があります。ページラッチ・

データは１つの ACLKサイクル内でクリアされます。 

 消去および書き込み 

消去および書き込み操作では、SEQの値を順番に 1>2>3>0に設定する

必要があり、これらの操作にはミリ秒レベルの時間が必要です。消去操作

後に同じページに 2回書き込むことは禁止されています。 

消去および書き込み操作前は、選択したメモリユニットにプレプログラ

ミング操作によって仮想の“1”を書き込む必要があります。プレプログ

ラミングの操作手順は次のとおりです。 

1. PEP(pre-program)ビットをセットします(MODE=“0001”)。 

2. Highレベルの間に選択したエリアに書き込みます(MODE=

“1100”)。このプロセスは 100マイクロ秒以上続きます。 

その中で、MODEの値を“1100”に設定した後の手順は、消去および

書き込み操作と同じく SEQ 1-> 2-> 3-> 0を実行する必要があります
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が、一部のタイミングが異なります(図 3-5)。例えば、Tpeが異なります

(表 3-6)。 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。詳しくは、4 IPの呼び出しを参照してください。 

Verilogでのインスタンス化： 

FLASH96K flash96k_inst( 

.RA(ra[5:0]), 

.CA(ca[5:0]), 

.PA(pa[5:0]), 

.MODE(mode[3:0]), 

.SEQ(seq[1:0]), 

.ACLK(aclk), 

.PW(pw), 

.RESET(reset), 

.PE(pe), 

.OE(oe), 

.RMODE(rmode[1:0]), 

.WMODE(wmode[1:0]), 

.RBYTESEL(rbytesel[1:0]), 

.WBYTESEL(wbytesel[1:0]), 

.DIN(din[31:0]), 

.DOUT(dout[31:0]) 

); 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT FLASH96K 

   PORT( 

RA:IN std_logic_vector(5 downto 0); 

CA:IN std_logic_vector(5 downto 0); 

PA:IN std_logic_vector(5 downto 0); 

MODE:IN std_logic_vector(3 downto 0); 

SEQ:IN std_logic_vector(1 downto 0); 

ACLK:IN std_logic;  

PW:IN std_logic; 

RESET:IN std_logic; 
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PE:IN std_logic; 

OE:IN std_logic; 

RMODE:IN std_logic_vector(1 downto 0); 

WMODE:IN std_logic_vector(1 downto 0); 

RBYTESEL:IN std_logic_vector(1 downto 0); 

WBYTESEL:IN std_logic_vector(1 downto 0); 

DIN:IN std_logic_vector(31 downto 0);           

DOUT:OUT std_logic_vector(31 downto 0) 

      ); 

END COMPONENT; 

uut: FLASH96K 

  PORT MAP ( 

          RA=>ra, 

          CA=>ca, 

          PA=>pa, 

          MODE=>mode, 

          SEQ=>seq, 

          RESET=>reset, 

          ACLK=>aclk, 

          PW=>pw, 

          PE=>pe, 

          OE=>oe, 

          RMODE=>rmode, 

                            WMODE=>wmode, 

                            RBYTESEL=>rbytesel, 

                            WBYTESEL=> wbytesel, 

                            DIN=>din, 

                            DOUT=>dout 

   ); 

タイミングパラメータ 

表 3-6 FLASH96Kのタイミングパラメータ 

パラメータ 説明 
仕様 

単位 
最小値 標準値 最大値 

Taa データ取得時間 – – 38 ns 

Tcy 読み出しサイクル 43 – – ns 
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パラメータ 説明 
仕様 

単位 
最小値 標準値 最大値 

Taw ACLKの Highレベル時間 10 – – ns 

Tawl ACLKの Lowレベル時間 10 – – ns 

Tas セットアップ時間 3 – – ns 

Tah ホールド時間 3 – – ns 

Toz 
OEプルダウンから高インピーダ

ンスの時間 
– – 2 ns 

Toe 
OEプルアップからデータ出力の

時間 
– – 2 ns 

Twcy 書き込みサイクル 40 – – ns 

Tpw PWの Highレベル時間 16 – – ns 

Tpwl PWの Lowレベル時間 16 – – ns 

Tpas 
ページアドレスのセットアップ

時間 
3 – – ns 

Tpah ページアドレスのホールド時間 3 – – ns 

Tds データのセットアップ時間 16 – – ns 

Tdh データのホールド時間 3 – – ns 

Ts0 SEQ＝0の場合のサイクル 6 – – μs 

Ts1 SEQ＝1の場合のサイクル 15 – – μs 

Ts2p 
ACLKから PE立ち上がりエッジ

のセットアップ時間 
5 – 10 μs 

Ts3 SEQ＝3の場合のサイクル 5 – 10 μs 

Tps3 
PE 立ち下がりエッジから ACLK

のセットアップ時間 
60 –  μs 

Tpe 

MODE=1000の場合、消去時間 5.7 6 6.3 ms 

MODE=1100の場合、書き込み時

間 
1.9 2 2.1 ms 

MODE=11xxの場合、プレプログ

ラミング時間 
190 200 210 μs 

 



3プリミティブの紹介 3.1 FLASH96K 

 

UG295-1.4.3J 10(33) 

 

タイミング図 

図 3-2 FLASH96Kの読み出しモード 

 
注記： 

読み出しモードの場合、SEQ=0。ADDR信号には RA、CA、RMOD、RBYTESELが含

まれます。 

図 3-3 FLASH96Kのページラッチ書き込みモード 

 
注記： 

ページラッチ書き込みモードの場合、SEQ=0、MODE=0000です。 

図 3-4 FLASH96Kのページラッチ・クリア・モード 

 
注記： 

プレプログラミング時のセットや、データをページラッチに書き込む際のタイミングパ

ラメータは、ページラッチ・クリア・モードと同じです。 
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図 3-5 FLASH96Kの Highレベル時間 

 

3.2 FLASH64KZ 

プリミティブの紹介 

FLASH64KZ(64Kビット User Flash)のメモリ領域は 64Kビットです。

その幅と深さは構成できません。不揮発性とパワーオフメモリ機能を備え

ています。ただし、初期値機能はサポートされていません。 

FLASH64KZには以下の特徴があります。 

 10,000回の書き込みサイクル 

 容量：32行*64列*32ビット = 64 Kビット 

 10年以上のデータ保持時間(+85℃) 

 ページ消去をサポート：2,048バイト 

 高速なページ消去/書き込み 

 アクセス時間：最大 25ns 

 プログラミング時間：最大 16μs 

 ページ消去時間：最大 120ms 

 電流 

- 読み出し：2.19mA/25ns (VCC) & 0.5mA/25ns (VCCX)(MAX) 

- 書き込み/消去：12/12mA(Max) 
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ポート図 

図 3-6 FLASH64KZ のポート図 
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ポートの説明 

表 3-7 FLASH64KZ のポートの説明 

ポート I/O 説明 

DOUT[31:0] 出力 データ出力バス 

DIN[31:0] 入力 データ入力バス 

XADR[4:0] 入力 
ページ内の特定の行を選択するために使用される

Xアドレスバス。 

YADR[5:0] 入力 
行内の特定の列の選択に使用される Yアドレスバ

ス。 

XE 入力 
Xアドレスイネーブル信号。XEが 0の場合、すべ

ての行アドレスが無効になります。 

YE 入力 
Yアドレスイネーブル信号。YEが 0の場合、すべ

ての列アドレスが無効になります。 

SE 入力 センスアンプイネーブル信号、アクティブ High。 

ERASE 入力 消去信号、アクティブ High。 

PROG 入力 書き込み信号、アクティブ High。 

NVSTR 入力 Flashデータストレージ信号、アクティブ High。 

コンフィギュレーションモード 

GW1NZシリーズ FPGA製品の User Flashは、汎用モードと低消費電

力モードがあります。FLASH64KZは汎用モードの User Flashです。 

FLASH64KZはデフォルトでオンになっており、電源を投入した後、消

去/読み出しと書き込みなどの通常の操作を実行できます。オフ状態への

切り替えはサポートされていません。 
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操作モード 

表 3-8 FLASH64KZ のユーザーモードの真理値表 

モード XE YE SE PROG ERASE NVSTR 

読み出しモー

ド 
H H H L L L 

書き込みモー

ド 
H H L H L H 

ページ消去モ

ード 
H L L L H H 

注記： 

“H”と“L”は、それぞれ Highレベルと Lowレベルを示します。 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。詳しくは、4 IPの呼び出しを参照してください。 

Verilogでのインスタンス化： 

FLASH64KZ flash64kz_inst( 

.XADR(xadr[4:0]), 

.YADR(yadr[5:0]), 

.XE(xe), 

.YE(ye), 

.SE(se), 

.ERASE(erase), 

.PROG(prog), 

.NVSTR(nvstr), 

.DIN(din[31:0]), 

.DOUT(dout[31:0]) 

); 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT FLASH64KZ 

   PORT( 

XADR:IN std_logic_vector(4 downto 0); 

YADR:IN std_logic_vector(5 downto 0); 

XE:IN std_logic;  

YE:IN std_logic; 

SE:IN std_logic; 

ERASE:IN std_logic; 

PROG:IN std_logic; 
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NVSTR:IN std_logic; 

DIN:IN std_logic_vector(31 downto 0);           

DOUT:OUT std_logic_vector(31 downto 0) 

      ); 

END COMPONENT; 

uut: FLASH64KZ 

  PORT MAP ( 

          XADR=>xadr, 

          YADR=>yadr, 

          XE=>xe, 

          YE=>ye, 

          SE=>se, 

          ERASE=>erase, 

          PROG=>prog, 

          NVSTR=>nvstr, 

          DIN=>din, 

          DOUT=>dout 

   ); 

タイミングパラメータ[1][5][6] 

表 3-9 FLASH64KZ のタイミングパラメータ 

ユーザーモ

ード 
パラメータ 記号 最小値 最大値 単位 

アクセス時

間[2] 

WC1 

Tacc
[3] 

- 25 ns 

TC - 22 ns 

BC - 21 ns 

LT - 21 ns 

WC - 25 ns 

書き込み/消去からデータ保存のセッ

トアップ時間 
Tnvs 5 - μs 

データ保存のホールド時間 Tnvh 5 - μs 

データ保存のホールド時間 (全体消

去) 
Tnvh1 100 - μs 

データ保存から書き込みのセットア

ップ時間 
Tpgs 10 - μs 

プログラミングのホールド時間 Tpgh 20 - ns 

プログラミング時間 Tprog 8 16 μs 

書き込みの準備時間 Twpr >0 - ns 

書き込みのホールド時間 Twhd >0 - ns 
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ユーザーモ

ード 
パラメータ 記号 最小値 最大値 単位 

制御信号から書き込み/消去のセット

アップ時間 
Tcps -10 - ns 

SEから読み出しのセットアップ時間 Tas 0.1 - ns 

SEパルスの Highレベル時間 Tpws 5 - ns 

アドレス/データのセットアップ時間 Tads 20 - ns 

アドレス/データのホールド時間 Tadh 20 - ns 

データのホールド時間 Tdh 0.5 - ns 

読み出しモードのア

ドレスのホールド時

間[3] 

WC1 Tah 25 - ns 

TC - 22 - ns 

BC - 21 - ns 

LT - 21 - ns 

WC - 25 - ns 

SEパルスの Lowレベル時間 Tnws 2 - ns 

リカバリー時間 Trcv 10 - μs 

データ保持時間 Thv
[4] - 6 ms 

消去時間 Terase 100 120 ms 

全体消去時間 Tme 100 120 ms 

パワーダウンから待機モードまでの

Wake-up時間 
Twk_pd 7 - μs 

待機のホールド時間 Tsbh 100 - ns 

VCCのセットアップ時間 Tps 0 - ns 

VCCXのホールド時間 Tph 0 - ns 

注記： 

 [1]これらの設定値は変更される場合があります。 

 [2]これらの数値はシミュレーションデータに過ぎません。 

 [3]信号 XADR、YADR、XE、及び YEが有効になった後、Taccの開始時間は SE信

号の立ち上がりエッジになります。読み出されたデータ DOUTは、次の有効な読み

出しまで保存されます。 

 [4]Thvは書き込みの開始から次のデータ消去までの累積時間です。次の消去前に同

じアドレスに 2回書き込むことはできません。次の消去前に同じメモリユニットに

2回書き込むことはできません。このような制限は安全のためです。 

 [5]すべての波形には、1nsの立ち上がりエッジ時間及び 1nsの立ち下がりエッジ時

間があります。 

 [6]制御信号 XADR、YADR、XE、及び YEは少なくとも Taccホールドする必要があ

り、Taccは SEの立ち上がりエッジから開始します。 
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タイミング図 

図 3-7 FLASH64KZ の読み出しタイミング 

 
図 3-8 FLASH64KZ の書き込みタイミング 

 

 

図 3-9 FLASH64KZ の消去タイミング 
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3.3 FLASH64K 

プリミティブの紹介 

FLASH64K(64Kビット User Flash)のメモリ領域は 64Kビットです。

その幅と深さは構成できません。不揮発性とパワーオフメモリ機能を備え

ています。ただし、初期値機能はサポートされていません。FLASH64K

にはスリープモードがあります。SLEEP信号が Highの場合、FLASHは

スリープモードに入ります。 

FLASH64Kには以下の特徴があります： 

 10,000回の書き込みサイクル 

 容量：32行*64列*32ビット = 64 Kビット  

 10年以上のデータ保持時間(+85℃) 

 ページ消去をサポート：2,048バイト 

 高速なページ消去/書き込み 

 アクセス時間：最大 25ns 

 プログラミング時間：最大 16μs 

 ページ消去時間：最大 120ms 

 電流 

- 読み出し：2.19mA/25ns (VCC) & 0.5mA/25ns (VCCX)(MAX) 

- 書き込み/消去：12/12mA(Max) 

ポート図 

図 3-10 FLASH64Kのポート図 

FLASH64K
DOUT

XADR

YADR

XE

YE

SE

ERASE

PROG

NVSTR

DIN

5

6

32

32

SLEEP

 
 

ポートの説明 

表 3-10 FLASH64Kのポートの説明 

ポート I/O 説明 

DOUT[31:0] 出力 データ出力バス。 
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ポート I/O 説明 

DIN[31:0] 入力 データ入力バス。 

XADR[4:0] 入力 
ページ内の特定の行を選択するために使用される

Xアドレスバス。 

YADR[5:0] 入力 
行内の特定の列の選択に使用される Yアドレスバ

ス。 

XE 入力 
Xアドレスイネーブル信号。XEが 0の場合、す

べての行アドレスが無効になります。 

YE 入力 
Yアドレスイネーブル信号。YEが 0の場合、す

べての列アドレスが無効になります。 

SE 入力 センスアンプイネーブル信号、アクティブ High。 

ERASE 入力 消去信号、アクティブ High。 

PROG 入力 書き込み信号、アクティブ High。 

NVSTR 入力 Flashデータストレージ信号、アクティブ High。 

SLEEP 入力 

低消費電力 User Flash状態の切り替え信号。 

 High：オン 

 Low：オフ 

コンフィギュレーションモード 

GW1NZシリーズ FPGA製品の User Flashは、汎用モードと低消費電

力モードがあります。FLASH64Kは低消費電力モードの User Flashで

す。 

FLASH64Kはデフォルトでオフになっており、消費電力を効果的に削

減できます。SLEEPピンを制御することでオン/オフを動的に切り替える

ことができます。オンに切り替えると、FLASH64KZのように消去/読み

出しと書き込みが可能です。 

操作モード 

表 3-11 FLASH64Kのユーザーモードの真理値表 

モード XE YE SE PROG ERASE NVSTR 

読み出しモー

ド 
H H H L L L 

書き込みモー

ド 
H H L H L H 

ページ消去モ

ード 
H L L L H H 

注記： 

“H”と“L”は、Highレベルと Lowレベルを示します。 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。詳しくは、 4 IPの呼び出しを参照してください。 

Verilogでのインスタンス化： 

FLASH64K flash64k_inst( 
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.XADR(xadr[4:0]), 

.YADR(yadr[5:0]), 

.XE(xe), 

.YE(ye), 

.SE(se), 

.ERASE(erase), 

.PROG(prog), 

.NVSTR(nvstr), 

.DIN(din[31:0]), 

.SLEEP(sleep), 

.DOUT(dout[31:0]) 

); 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT FLASH64K 

   PORT( 

XADR:IN std_logic_vector(4 downto 0); 

YADR:IN std_logic_vector(5 downto 0); 

XE:IN std_logic;  

YE:IN std_logic; 

SE:IN std_logic; 

ERASE:IN std_logic; 

PROG:IN std_logic; 

NVSTR:IN std_logic; 

DIN:IN std_logic_vector(31 downto 0);  

SLEEP:IN std_logic; 

DOUT:OUT std_logic_vector(31 downto 0) 

      ); 

END COMPONENT; 

uut: FLASH64K 

  PORT MAP ( 

          XADR=>xadr, 

          YADR=>yadr, 

          XE=>xe, 

          YE=>ye, 

          SE=>se, 
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          ERASE=>erase, 

          PROG=>prog, 

          NVSTR=>nvstr, 

          DIN=>din, 

SLEEP=>sleep, 

DOUT=>dout 

            ); 

タイミングパラメータおよびタイミング図 

FLASH64Kのタイミングは FLASH64KZと同様であるため、そのタイ

ミングパラメータおよびタイミング図については、3.2 FLASH64KZを参

照してください。 

3.4 FLASH256K 

プリミティブの紹介 

FLASH256K(256Kビット User Flash)のメモリ領域は 256Kビットで

す。レジスタの幅と深さは一定で、構成はできません。不揮発性とパワー

オフメモリ機能が備わってます。ただし、初期値機能はサポートされてい

ません。 

FLASH256Kは、行メモリユニットと列メモリユニットで構成されてい

ます。1行メモリユニットは 64列メモリユニットで構成されています。

列メモリユニットの容量は 32ビットで、行メモリユニットの容量は

64*32ビット=2048ビットです。ページ消去がサポートされます。ページ

あたりの容量は 2048バイトです。すなわち、１ページには 8行がありま

す。その特性は以下に示す通りです： 

 10,000回の書き込みサイクル 

 10年以上のデータ保持時間(+85℃) 

 データ幅：32ビット 

 容量：128行*64列*32ビット = 256 Kビット 

 ページ消去をサポート：2,048バイト 

 高速ページ消去/書き込み/読み出し 

 アクセス時間：最大 25ns 

 プログラミング時間：最大 16μs 

 ページ消去時間：最大 120ms 

 電流 

- 読み出し電流/継続時間：2.19mA/25ns (VCC) & 0.5mA/25ns 

(VCCX)(MAX) 

- 書き込み/消去：12/12mA(Max) 
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ポート図 

図 3-11 FLASH256Kのポート図 
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ポートの説明 

表 3-12 FLASH256Kのポートの説明 

ポート I/O 説明 

DOUT[31:0] 出力 データ出力バス。 

DIN[31:0] 入力 データ入力バス。 

XADR[6:0] 入力 

Xアドレスバス。XADR [n：3]は特定のページを

選択するために使用されます。XADR [2：0]は 1

ページ内の特定の行を選択するために使用されま

す。1ページは 8行で構成され、1行は 64列で

構成されています。 

YADR[5:0] 入力 

行から特定の列を選択するために使用される Y

アドレスバス。1行は 64列で構成されていま

す。 

XE 入力 
Xアドレスイネーブル信号。XEが 0の場合、す

べての行アドレスが無効になります。 

YE 入力 
Yアドレスイネーブル信号。YEが 0の場合、す

べての列アドレスが無効になります。 

SE 入力 
センスアンプイネーブル信号、アクティブ

High。 

PROG 入力 書き込み信号、アクティブ High。 

ERASE 入力 消去信号、アクティブ High。 

NVSTR 入力 Flashデータストレージ信号、アクティブ High。 

 

操作モード 

表 3-13 FLASH256Kのユーザーモードの真理値表 

モード XE YE SE PROG ERASE NVSTR 

読み出しモード H H H L L L 
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モード XE YE SE PROG ERASE NVSTR 

書き込みモード H H L H L H 

ページ消去モード H L L L H H 

注記： 

“H”と“L”は、それぞれ Highレベルと Lowレベルを示します。 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。詳しくは、4 IPの呼び出しを参照してください。 

Verilogでのインスタンス化： 

FLASH256K flash256k_inst( 

.XADR(xadr[6:0]), 

.YADR(yadr[5:0]), 

.XE(xe), 

.YE(ye), 

.SE(se), 

.ERASE(erase), 

.PROG(prog), 

.NVSTR(nvstr), 

.DIN(din[31:0]), 

.DOUT(dout[31:0]) 

); 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT FLASH256K 

   PORT( 

     DIN:IN std_logic_vector(31 downto 0); 

     XADR:IN std_logic_vector(6 downto 0); 

     YADR:IN std_logic_vector(5 downto 0); 

     XE:IN std_logic;  

     YE:IN std_logic; 

     SE:IN std_logic; 

     ERASE:IN std_logic; 

     PROG:IN std_logic; 

     NVSTR:IN std_logic;    

     DOUT:OUT std_logic_vector(31 downto 0) 

      ); 
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END COMPONENT; 

uut: FLASH256K 

  PORT MAP ( 

     DIN=>din, 

     XADR=>xadr, 

     YADR=>yadr, 

     XE=>xe, 

     YE=>ye, 

     SE=>se, 

     ERASE=>erase, 

     PROG=>prog, 

             NVSTR=>nvstr, 

            DOUT=>dout 

   ); 

タイミングパラメータおよびタイミング図 

FLASH256Kのタイミングは FLASH64KZと同様であるため、そのタイ

ミングパラメータおよびタイミング図については、3.2 FLASH64KZを参

照してください。 

3.5 FLASH96KA 

プリミティブの紹介 

FLASH96KA(96Kビット User Flash)のメモリ領域は 96Kビットです。 

そのタイミングは FLASH256Kと同様です。FLASH256Kに比べて、スリ

ープ機能が追加され、SLEEP信号が Highになると FLASH96KAはスリ

ープモードに入ります。レジスタの幅と深さは一定で、構成はできませ

ん。不揮発性とパワーオフメモリ機能が備わってます。ただし、初期値機

能はサポートされていません。 

FLASH96KAは、行メモリユニットと列メモリユニットで構成されてい

ます。1行メモリユニットは 64列メモリユニットで構成されています。

列メモリユニットの容量は 32ビットで、行メモリユニットの容量は

64*32=2048ビットです。ページ消去がサポートされ、ページあたりの容

量は 2048バイトです。すなわち、１ページには 8行があります。その特

性は以下に示す通りです： 

 10,000回の書き込みサイクル 

 10年以上のデータ保持時間(+85℃) 

 データ幅：32ビット 

 容量：48行*64列*32ビット = 96 Kビット 
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 ページ消去をサポート：2,048バイト  

 高速ページ消去/書き込み/読み出し 

 アクセス時間：最大 25ns 

 プログラミング時間：最大 16μs 

 ページ消去時間：最大 120ms 

 電流 

- 読み出し電流/継続時間：2.19mA/25ns (VCC) & 0.5mA/25ns 

(VCCX)(MAX) 

- 書き込み/消去：12/12mA(Max) 

ポート図 

図 3-12 FLASH96KAのポート図 
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ポートの説明 

表 3-14 FLASH96KAのポートの説明 

ポート I/O 説明 

DOUT[31:0] 出力 データ出力バス。 

DIN[31:0] 入力 データ入力バス 

XADR[5:0] 入力 

Xアドレスバス。XADR [n：3]は特定のページを

選択するために使用されます。XADR [2：0]は 1

ページ内の特定の行を選択するために使用されま

す。1ページは 8行で構成され、1行は 64列で

構成されています。 

YADR[5:0] 入力 

行から特定の列を選択するために使用される Y

アドレスバス。1行は 64列で構成されていま

す。 

XE 入力 
Xアドレスイネーブル信号。XEが 0の場合、す

べての行アドレスが無効になります。 
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ポート I/O 説明 

YE 入力 
Yアドレスイネーブル信号。YEが 0の場合、す

べての列アドレスが無効になります。 

SE 入力 
センスアンプイネーブル信号、アクティブ

High。 

PROG 入力 書き込み信号、アクティブ High。 

ERASE 入力 消去信号、アクティブ High。 

NVSTR 入力 Flashデータストレージ信号、アクティブ High。 

SLEEP 入力 スリープ信号。アクティブ High。 

 

操作モード 

表 3-15 FLASH96KAのユーザーモードの真理値表 

モード XE YE SE PROG ERASE NVSTR 

読み出しモード H H H L L L 

書き込みモード H H L H L H 

ページ消去モー

ド 
H L L L H H 

注記： 

“H”と“L”は、それぞれ Highレベルと Lowレベルを示します。 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。詳しくは、 4 IPの呼び出しを参照してください。 

Verilogでのインスタンス化： 

FLASH96KA FLASH96KA_inst( 

.XADR(xadr[5:0]), 

.YADR(yadr[5:0]), 

.XE(xe), 

.YE(ye), 

.SE(se), 

.ERASE(erase), 

.PROG(prog), 

.NVSTR(nvstr), 

.DIN(din[31:0]), 

.SLEEP(sleep), 

.DOUT(dout[31:0]) 

); 

VHDLでのインスタンス化： 
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COMPONENT FLASH96KA 

   PORT( 

    DIN:IN std_logic_vector(31 downto 0); 

    XADR:IN std_logic_vector(5 downto 0); 

YADR:IN std_logic_vector(5 downto 0); 

XE:IN std_logic;  

YE:IN std_logic; 

SE:IN std_logic; 

ERASE:IN std_logic; 

PROG:IN std_logic; 

NVSTR:IN std_logic; 

SLEEP:IN std_logic;    

DOUT:OUT std_logic_vector(31 downto 0) 

      ); 

END COMPONENT; 

uut: FLASH96KA 

  PORT MAP ( 

    DIN=>din, 

    XADR=>xadr, 

    YADR=>yadr, 

    XE=>xe, 

    YE=>ye, 

    SE=>se, 

    ERASE=>erase, 

    PROG=>prog, 

    NVSTR=>nvstr, 

    SLEEP=>sleep, 

           DOUT=>dout 

   ); 

タイミングパラメータとタイミング図 

FLASH96KAのタイミングは FLASH64KZと同様であるため、そのタイ

ミングパラメータおよびタイミング図については、3.2 FLASH64KZを参

照してください。 
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3.6 FLASH608K 

プリミティブの紹介 

FLASH608K(608Kビット User Flash)のメモリ領域は 608Kビットで

す。レジスタの幅と深さは一定で、構成はできません。不揮発性とパワー

オフメモリ機能が備わってます。ただし、初期値機能はサポートされてい

ません。 

FLASH608Kは、行メモリユニットと列メモリユニットで構成されてい

ます。1行メモリユニットは 64列メモリユニットで構成されています。

列メモリユニットの容量は 32ビットで、行メモリユニットの容量は

64*32=2048ビットです。ページ消去がサポートされ、ページあたりの容

量は 2048バイトです。すなわち、１ページには 8行があります。その特

性は以下に示す通りです： 

 10,000回の書き込みサイクル 

 10年以上のデータ保持時間(+85℃) 

 データ幅：32ビット 

 容量：304行*64列*32ビット = 608 Kビット 

 ページ消去をサポート：2,048バイト 

 高速ページ消去/書き込み/読み出し 

 アクセス時間：最大 25ns 

 プログラミング時間：最大 16μs 

 ページ消去時間：最大 120ms 

 電流 

- 読み出し電流/継続時間：2.19mA/25ns (VCC) & 0.5mA/25ns 

(VCCX)(MAX) 

- 書き込み/消去：12/12mA(Max) 

ポート図 

図 3-13 FLASH608Kのポート図 
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ポートの説明 

表 3-16 FLASH608Kのポートの説明 

ポート I/O 説明 

DOUT[31:0] 出力 データ出力バス。 

DIN[31:0] 入力 データ入力バス。 

XADR[8:0] 入力 

Xアドレスバス。XADR [n：3]は特定のページを

選択するために使用されます。XADR [2：0]は 1

ページ内の特定の行を選択するために使用されま

す。1ページは 8行で構成され、1行は 64列で

構成されています。 

YADR[5:0] 入力 

行から特定の列を選択するために使用される Y

アドレスバス。1行は 64列で構成されていま

す。 

XE 入力 
Xアドレスイネーブル信号。XEが 0の場合、す

べての行アドレスが無効になります。 

YE 入力 
Yアドレスイネーブル信号。YEが 0の場合、す

べての列アドレスが無効になります。 

SE 入力 
センスアンプイネーブル信号、アクティブ

High。 

PROG 入力 書き込み信号、アクティブ High。 

ERASE 入力 消去信号、アクティブ High。 

NVSTR 入力 Flashデータストレージ信号、アクティブ High。 

 

操作モード 

表 3-17 FLASH608Kのユーザーモードの真理値表 

モード XE YE SE PROG ERASE NVSTR 

読み出しモー

ド 
H H H L L L 

書き込みモー

ド 
H H L H L H 

ページ消去モ

ード 
H L L L H H 

注記： 

“H”と“L”は、Highレベルと Lowレベルを示します。 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成

できます。詳しくは、4 IPの呼び出しを参照してください。 

Verilogでのインスタンス化： 

FLASH608K flash608k_inst( 

.XADR(xadr[8:0]), 

.YADR(yadr[5:0]), 
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.XE(xe), 

.YE(ye), 

.SE(se), 

.ERASE(erase), 

.PROG(prog), 

.NVSTR(nvstr), 

.DIN(din[31:0]), 

.DOUT(dout[31:0]) 

); 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT FLASH608K 

   PORT( 

DIN:IN std_logic_vector(31 downto 0); 

XADR:IN std_logic_vector(8 downto 0); 

YADR:IN std_logic_vector(5 downto 0); 

XE:IN std_logic;  

YE:IN std_logic; 

SE:IN std_logic; 

ERASE:IN std_logic; 

PROG:IN std_logic; 

NVSTR:IN std_logic;    

DOUT:OUT std_logic_vector(31 downto 0) 

      ); 

END COMPONENT; 

uut: FLASH608K 

  PORT MAP ( 

DIN=>din, 

XADR=>xadr, 

YADR=>yadr, 

XE=>xe, 

YE=>ye, 

SE=>se, 

ERASE=>erase, 

PROG=>prog, 

          NVSTR=>nvstr, 
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DOUT=>dout 

   ); 

タイミングパラメータおよびタイミング図 

FLASH608Kのタイミングは FLASH64KZと同様であるため、そのタイ

ミングパラメータおよびタイミング図については、3.2 FLASH64KZを参

照してください。 
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4IPの呼び出し 

IP Core Generatorはハードコアの User Flashとソフトコアの Gowin 

Flash Controller IPの生成をサポートします。Gowin Flash Controller IP

の機能および GUIでの呼び出しについては、『Gowin Flash Controller IP

ユーザーガイド(IPUG901)』を参照してください。IP Core Generator > 

Hard Module > User Flashを選択して User Flashハードコア IPを構成し

てください。 

IP Core Generatorのインターフェースで“User Flash”をクリックす

ると右側に User Flashの概要が表示されます。 

IPの構成 

IP Core Generatorインターフェースで“User Flash”をダブルクリッ

クすると、User Flashの“IP Customization”ウィンドウがポップアップ

します。このウィンドウには“General”構成タブ IOポート図がありま

す(図 4-1)。 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/IPUG901J.pdf
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図 4-1 User Flashの構成ウィンドウ 

 
 

1. “General”構成タブ 

“General”構成タブは、IPファイルの構成に使用されます。 

 Device：対象デバイス。 

 Device Version：デバイスのバージョン。 

 Part Number：パーツ番号。 

 Language：IPを実現するハードウェア記述言語。右側のドロッ

プダウンリストからターゲット言語(Verilogまたは VHDL)を選択

します。 

 Module Name：生成される IPファイルのモジュール名。右側の

テキストボックスで編集できます。Module Nameをプリミティブ

名と同じにすることはできません。同じ場合、エラーメッセージ

がポップアップします。 

 File Name：生成される IPファイルのファイル名。右側のテキス

トボックスで再編集できます。 

 Create In：生成される IPファイルのパス。右側のテキストボッ

クスでパスを直接編集するか、テキストボックスの右側にある選

択ボタンを使用してパスを選択できます。 

2. ポート図 

User Flashのポート図はデバイスによって異なります(図 4-1)。 
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生成されるファイル 

IPの構成が完了したら、構成ファイルの“File Name”によって命名さ

れた 3つのファイルが生成されます： 

 “gowin_user_flash.v”は完全な verilogモジュールです。 

 gowin_user_flash_tmp.vは IPのテンプレートファイルです。 

 “gowin_user_flash.ipc”は IPの構成ファイルです。 

注記： 

VHDLが設計の言語として選択されている場合、生成される最初の 2つのファイル名の

サフィックスは.vhdになります。 
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